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■背景／目的
　近年、東京湾臨海部の水辺立地における開発が活発化しており、その多くは、都心立地と眺望
性を活かした高層集合住宅開発を主体としている。
　ウォーターフロントの工業立地からの用途転換による再開発は世界的な動向であり、「都心立
地による職住近接性」「臨海部の眺望性」「水域に直接関わる生活空間の快適性」を考慮し、大都
市臨海部の水域を活かした新たなライフスタイルを創出する開発が行われている。東京湾臨海地
域においては、水害対策や水質改善の問題があるため、「水域に直接関わる生活空間の快適性」
はあまり考えられていないのが現状である。東京湾臨海地域においても水害や水質等の問題点を
解決し、水辺という特性を活かせる建築手法が求められている。
　上記のような背景のもと、本設計は、建築の親水性を高めるためにはどのような設計手法が効
果的であるかを明らかにし、臨港地区の再生の契機とすることを目的とする。
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新木場で親水性のある環境をつくり出す際に考慮すべき点

（１）水面の活用を含めた水際ネットワークの活性化
（２）深川木場に存在していた水辺文化の継承
（３）産業転換に伴う機能共存による新たな水辺文化の創出
（４）賑わいのある水辺の生活空間の実現

（５）水害対策と水辺・水面の活用の両立

（６）護岸改修と水辺環境の検討
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親水建築による港湾地区の再生とその手法
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東京湾臨海地域においても水害や水質等の問題を解決し
水辺という特性を活かせる建築手法が求められている

■敷地選定：新たな湾岸地域の開発のポテンシャルを秘めた江東区新木場
　東京湾の一角に位置する東京都江東区新木場地区は、木材産業立地を目的とし、1957 年から 1967 年に造成さ
れた埋め立て地である。1972 年から 1982 年の間に、木材卸問屋の工場・倉庫が集積した木材の街として、深川
「木場」から移転し、「新木場」が完成したという経緯があるが、近年、産業構造の変化により、木材産業から物
流関連産業等への土地利用転換が進み、貯木場の利用も減少している。
　そのような現状のもと、新木場の特殊性である貯木場内水面とそれに面する小規模な水際土地区画を活かした
開発のあり方が模索され始めているため、親水建築を設計する敷地として新木場地区が適切であると考えた。
　その中でも設計対象敷地を選定した。敷地分析から、比較的早期からの開発の可能性があること、接水面が多く、
水面／水上利用に積極的に取り組める可能性があること、周辺との連携の可能性があること、club ageHa が立地
していることから、文化・娯楽機能の展開の可能性があることがあげられる。

■親水性のある環境を導く要素の抽出
　親水の定義と新木場において親水建築を設計する際に考慮しなければならない点から、親水性のある環境を導
く４要素を抽出した。「水辺の快適性」と「文化的アクティビティ」という、親水建築の利点として考慮するべき
要素と、「水害への防災性」及び「水環境のサスティナビリティー」という、親水建築の課題点として考慮しなけ
ればならない要素である。前者を、絶対的に考慮しなければならない「基本要素」とよび、後者を、基本要素を
完全なものとするための「補足要素」とよぶこととする。補足要素という課題点をクリアーすることで、基本要
素である利点を実現していくため、四つの要素は常に同時に考えられるべきであり、これが親水建築の設計手法
を導くと仮定する。
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■プログラム／設計提案概要
　「東京湾の新たな水辺文化拠点」をコンセプトとし、親水建築の設計提案を
行った。娯楽施設や商業施設による人々の賑わいを創出しつつ、一方で親水
性のある生活空間を演出する。特に、クリエイティブ性の高い機能や文化的
施設を多くデザインすることで、時間の流れとともに水に親しむことのでき
る、新たな水辺文化の創出を目指した。更に、新木場の特徴である木の街の
文化と新たな文化を共存させることにより、新木場ならではの親水空間を提
案する。
　プログラムの配置を考えるにあたり、水面への近接性と、パブリック性の
高さの大きく二点から検討した。敷地の北側には、文化・娯楽系といったパ
ブリック性の高く、多くの水面を利用できる機能を配置することにする。南
側には、プライベート性の高い、宿泊・滞在系の機能を配置することとする。
また、それに付随する機能を前面水面に浮遊建築として設置する。
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■親水建築の設計手法
　親水建築を目指した設計提案の手法を代表的な１２個としてまとめた。これらは、親水建築の四要素をもとに、それぞれの要素を導く具体的な要因の組み合わせと、それらの要因がどのような建築空間で実現さ
れるべきなのかという視点から設定したものである。「平面計画」「断面計画」「景観計画」「構法計画」の４つの空間計画の視点のどこで活用していく手法なのかによって整理していく。
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ことのできる効果が期待される

水際を延長させることで、水陸の相互浸透性を生み出す。物理的
な水陸の相互侵入により、水と接することのできる場所、水面を
感じられる場所を増やす。

水面と近い建築空間を考える際には、建築空間と水際空間との連
続性を考えることが重要である。これにより、建築空間から、水
際オープンスペースの広がりを感じることができる。

水際ラインの延長ダイアグラム GLでの水際オープンスペースとプログラム配置
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■まとめ
　親水建築を目指した設計提案の手法はい
ずれも親水性のある環境を導く４要素を用
いてそれぞれの親水性の根拠を整理するこ
とができる。「水辺の快適性」と「水辺を活
かしたアクティビティー」を基本要素、「水
害への防災性」と「水環境のサスティナビ
リティー」を補足要素とし、補足要素を解
決しながら基本要素を満たすという構成を
検討することが、親水建築の手法につなが
る。
　４要素の持つ親水性の根拠を意識して設
計することが親水建築において効果的であ
り、それが港湾地区の再生へとつながる。

水面の方向性を
意識した視覚的演出

水陸の相互侵入による
水際の延長・重層 建築で囲まれた水面の演出水面への眺望の効果的活用水害の危険性に

配慮した利用形態建築空間の水際への開放

①

効果的な水面への見通し

平面計画空間計画の視点

手法

敷地の中での方向感覚

水面に隣接した空間の総長

相互侵入による
水との接触面の増加

水への近接性 水面への眺望

水辺にアクティビ
ティを導く要因

水辺の快適性
を導く要因

水環境のサスティナビ
リティーを導く要因

水害への防災性
を導く要因

水際に連続する建築空間 近接の必要度による
プログラムの配置

想定高潮水位を考慮した
高さ方向の利用区分

眺望の優先度による
プログラムの配置

囲まれた外部空間による
賑わいの演出

囲まれた水面の
空間的一体感

水際オープン
スペースの広がり

親
水
性
の
あ
る
環
境
を
導
く
四
要
素

基
本
要
素

補
足
要
素

断面計画

② ③ ④ ⑤ ⑥

水際を横断する
空間の多様な演出

浮遊構造部分による
水上空間の活用

⑦

断面計画空間計画の視点

手法

水への体験的接触性

水面の動きで
体験できる自然現象

浮遊構造による水害対策

水辺空間の広域な経路性 水環境の生物生態との接触 他の手法における要因の実現

他の手法における要因の実現水辺にアクティビ
ティを導く要因

水辺の快適性
を導く要因

水環境のサスティナビ
リティーを導く要因

水害への防災性
を導く要因

周辺の水辺と融合した
都市景観

水と緑の水辺ネットワーク
の形成

水際側からの景観の統一感

ヒューマンスケールで
多様な水際空間

水際を横断する
空間の連続感

親
水
性
の
あ
る
環
境
を
導
く
四
要
素

基
本
要
素

補
足
要
素

景観計画 構法計画

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

水際の景観をつくる
建築の表現

水辺歩行者空間の接続
による周辺地区との連携

水環境の生態に
配慮した護岸

親水建築の手法を
支援可能な構造

地区の水辺を回遊する
歩行者動線 建築空間尾自然環境の融和

生態に配慮した護岸計画

親水建築の設計手法につながる親水性の環境を導く要素の体系

親水性を高める設計手法のまとめ

親水性を求めた建築の手法によって多様な水辺空間を獲得する 水上に浮遊する構築物や水上に張り出す構築物の建築表現を追求する

基本要素

＋水辺の

快適性
水辺を活かした

アクティビティ

補足要素

水害への

防災性
水環境の

サスティナビリティー

親水性のある環境を導く要素

親水建築の設計手法


